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す
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意
書
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者

鈴

木

宗

男

21



北
方
領
土
へ
の
邦
人
の
入
域
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
七
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
、
北
海
道
の
水
産
加
工
措
置
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
ら
邦
人
二
名
が
、
ロ
シ
ア

の
ビ
ザ
を
取
得
し
、
択
捉
島
を
訪
問
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
右
に
つ
き
、
岡
田
克
也
外
務
大
臣
は
同
月
三
十
日

の
記
者
会
見
で
、
事
実
関
係
を
調
査
中
と
し
た
上
で
、
「
ロ
シ
ア
の
管
轄
権
を
前
提
に
し
た
と
す
れ
ば
、
北
方
領
土
に
関
す
る

我
が
国
の
立
場
と
相
容
れ
な
い
」
と
指
摘
し
、
「
当
該
企
業
に
厳
重
抗
議
し
、
事
業
へ
の
関
与
の
即
刻
中
止
を
求
め
る
」
と
述

べ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

前
文
で
触
れ
た
、
邦
人
の
択
捉
島
訪
問
問
題
に
関
し
、
現
時
点
で
外
務
省
に
よ
る
事
実
関
係
の
調
査
は
ど
の
程
度
進
ん
で

い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

二

一
九
八
九
年
九
月
十
九
日
、
政
府
は
、
ソ
連
（
当
時
）
の
ビ
ザ
発
給
を
受
け
る
形
で
北
方
領
土
へ
入
域
す
る
こ
と
を
自
粛

す
る
様
、
邦
人
に
要
請
す
る
閣
議
了
解
を
決
定
し
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
右
了
解
を
基
に
し
て
、
一
九
九
一
年
十
月
二
十
九

日
、
一
九
九
八
年
四
月
十
七
日
、
一
九
九
九
年
九
月
十
日
に
も
同
趣
旨
の
閣
議
了
解
を
決
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
間
、
邦
人

に
よ
る
北
方
領
土
へ
の
入
域
は
な
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
か
。
把
握
し
て
い
る
の
な
ら
、
い

つ
、
何
人
の
邦
人
が
北
方
領
土
の
ど
こ
に
何
の
目
的
で
入
域
し
て
い
る
の
か
、
詳
細
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



三

一
九
八
九
年
の
閣
議
了
解
は
、
「
北
方
領
土
問
題
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
と
り
続
け
て
い
た
旧
ソ
連
時
代

に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ソ
連
の
後
継
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
は
、
北
方
領
土
問
題
の
存
在
を
認
め
、
そ
の
後
様
々
な
声
明
、

諸
合
意
に
よ
り
、
北
方
領
土
は
日
ロ
の
係
争
地
域
で
あ
り
、
両
国
が
話
し
合
い
に
よ
っ
て
そ
れ
に
係
る
問
題
を
解
決
す
る

旨
、
両
国
の
最
高
首
脳
が
合
意
し
て
お
り
、
文
書
で
も
明
確
に
そ
の
こ
と
が
担
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
鑑
み
る
時
、

ソ
連
時
代
と
同
様
の
認
識
で
、
た
だ
頑
な
に
邦
人
に
対
し
て
北
方
領
土
へ
の
入
域
を
自
粛
す
る
こ
と
を
今
後
と
も
求
め
続
け

て
も
、
「
南
ク
リ
ル
社
会
経
済
発
展
計
画
」
に
よ
り
毎
年
猛
烈
な
勢
い
で
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
が
進
め
ら
れ
て
い
る
北
方
領
土

に
お
い
て
、
ロ
シ
ア
の
実
効
支
配
が
強
化
さ
れ
る
の
み
で
は
な
い
の
か
。
菅
総
理
の
見
解
如
何
。

四

三
で
指
摘
し
た
様
に
、
ソ
連
時
代
の
閣
議
了
解
を
頑
な
に
守
り
続
け
、
邦
人
に
対
し
て
北
方
領
土
へ
の
入
域
を
自
粛
す
る

こ
と
を
求
め
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
邦
人
が
積
極
的
に
北
方
領
土
に
進
出
し
、
現
地
で
我
が
国
が
持
つ
高
度
な
技
術
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
す
る
方
法
を
政
府
と
し
て
確
立
し
た
方
が
、
北
方
領
土
返
還
に
資
す
る
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
の
サ

ハ
リ
ン
州
を
邦
人
が
訪
問
す
る
際
も
、
ロ
シ
ア
の
ビ
ザ
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
北
方
領
土
を
訪
問

す
る
形
を
取
れ
ば
、
特
段
問
題
は
な
い
と
考
え
る
。
何
よ
り
、
日
ロ
の
最
高
首
脳
が
、
北
方
領
土
を
巡
る
問
題
が
両
国
に
存

在
し
、
話
し
合
い
で
解
決
を
す
る
こ
と
に
合
意
し
て
い
る
中
、
例
え
邦
人
が
ロ
シ
ア
の
ビ
ザ
を
取
得
し
て
北
方
領
土
に
入
域

二



し
て
も
、
そ
れ
が
即
、
我
が
国
と
し
て
北
方
領
土
の
返
還
を
諦
め
、
北
方
領
土
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
管
轄
権
を
認
め
た
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
、
菅
総
理
の
見
解
如
何
。

五

菅
総
理
と
し
て
、
三
と
四
で
指
摘
し
た
観
点
か
ら
、
一
九
八
九
年
及
び
そ
れ
を
受
け
た
一
九
九
一
年
、
一
九
九
八
年
、
一

九
九
九
年
の
閣
議
了
解
を
見
直
し
、
邦
人
が
積
極
的
に
北
方
領
土
に
入
域
で
き
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
実
効
支
配
強
化
に
対
応
で

き
得
る
仕
組
み
を
作
る
、
ま
た
は
そ
の
こ
と
を
検
討
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


